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圧
ぽ
ぽ
」

別
府
史
談
会

　
　
貧
外
探
訪
記

　
平
成
十
三
年
十
一
月
十
八
日
（
日
）
、
晴
天
の
も
と
別
府
史
談

会
で
は
市
外
探
訪
（
国
東
町
）
が
行
わ
れ
、
当
月
二
十
八
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
三
十
分
に
新
港
町
の
花
時
計
か
ら
大
型
バ
ス
で
出
発

す
る
。
途
中
、
バ
ス
の
中
で
小
玉
洋
美
別
府
史
談
会
理
事
か
ら

「
国
東
半
島
、
六
郷
山
寺
院
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
。

一
　
臨
済
宗
（
妙
心
寺
派
）
太
陽
山
安
国
寺

　
　
（
東
国
東
郡
国
東
町
大
字
安
国
寺
）

　
最
初
に
「
安
国
寺
」
に
参
詣
し
、
当
山
の
和
尚
さ
ん
か
ら
説
明

を
受
け
る
。

　
当
山
は
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
足
利
尊
氏
公
を
開
基
と
し
、

絶
海
国
師
が
創
建
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。

　
本
寺
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
・
文
殊
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
の
三
仏
を
本

尊
と
し
、
観
世
音
菩
薩
・
延
命
地
蔵
菩
薩
等
を
安
置
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
足
利
尊
氏
公
の
木
像
、
延
命
地
蔵
木
像
な
ど
多
数
の
文

化
財
を
有
す
る
。

　
山
門
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
再
建
、
高
さ
三
十
三
尺

（
約
十
メ
ー
ト
ル
）
、
茅
葺
き
の
鐘
楼
門
で
あ
る
。

　
山
門
の
両
脇
に
は
石
造
の
仁
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
本
堂
、
庫
裏
、
鐘
楼
、
地
蔵
堂
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
に

な
っ
て
檀
家
の
寄
進
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
。

　
足
利
尊
氏
公
木
像
や
大
石
良
雄
妾
室
お
軽
の
像
等
は
、
京
都
山

科
の
地
蔵
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
当
安
国
寺
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
項
参
照
）

二
　
弥
生
の
ム
ラ
　
安
国
寺
集
落
遺
跡
公
園
と
国
東
町
歴
史
体
験

　
　
学
習
館
（
国
東
町
大
字
安
国
寺
）

　
国
東
町
の
田
深
川
南
側
、
下
流
域
右
岸
に
あ
る
「
弥
生
の
ム
ラ

安
国
寺
集
落
遺
跡
（
国
指
定
）
公
園
」
と
「
国
東
町
歴
史
体
験
学

習
館
」
で
は
金
田
信
子
館
長
か
ら
、
二
階
講
話
室
お
よ
映
像
ホ
ー

ル
で
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
と
一
階
に
あ
る
館
内
展
示
室
の
案

内
を
受
け
た
。

　
弥
生
の
世
界
（
今
か
ら
お
よ
そ
一
八
〇
〇
年
前
）
の
高
床
式
建
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物
の
必
要
性
や
当
時
の
作
り
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
当
日
、
別
府
大
学
の
学
生
達
が
当
館
で
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
た
。

　
見
学
後
、
当
館
で
昼
食
を
と
る
。

三
　
峨
嶋
山
文
殊
仙
寺
（
国
東
町
字
大
恩
寺
）

　
雄
度
牟
礼
城
跡
と
文
殊
山
（
標
高
六
一
四
メ
ー
ト
ル
）
の
谷
あ

い
に
「
峨
帽
山
・
文
殊
仙
寺
」
（
天
台
宗
、
県
史
跡
）
が
あ
る
。

急
傾
斜
の
石
段
を
三
百
段
ほ
ど
登
る
。

　
当
山
の
和
尚
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
る
。
奥
の
院
本
殿
は
、
大

化
四
年
（
六
四
八
）
の
開
基
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
天
文
七
年

（
一
五
三
八
）
の
建
築
と
い
う
。
岩
中
か
ら
霊
泉
が
湧
き
、
「
文
殊

の
知
恵
の
水
」
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　
本
尊
の
文
殊
師
利
菩
薩
は
金
仏
で
、
十
五
年
ご
と
に
開
帳
さ
れ

る
秘
仏
で
あ
る
。
庫
裏
の
東
端
に
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
宝

限
印
塔
（
一
八
三
三
〔
天
保
四
〕
年
か
ら
八
年
間
か
け
て
完
成
）

が
座
っ
て
い
る
。

　
寺
に
は
「
応
永
四
（
一
三
九
七
）
年
」
銘
の
梵
鐘
、
（
康
正
二

回
四
五
六
）
年
」
銘
の
銅
鰐
口
（
と
も
に
県
文
化
財
）
等
が
あ

る
。

四
　
六
郷
山
末
山
本
寺
、
石
立
山
岩
戸
寺

　
　
（
国
東
町
大
字
岩
戸
寺
字
寺
迫
）

　
最
初
に
現
地
入
り
口
付
近
で
、
小
玉
洋
美
理
事
か
ら
当
山
「
修

正
鬼
会
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。

　
岩
戸
寺
（
天
台
宗
県
史
跡
）
は
、
バ
ス
停
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
坂
を
上
る
と
石
造
仁
王
像
（
県
文
化
財
文
明
十
年
〔
一
四
七

八
〕
の
造
立
）
が
二
体
、
参
道
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
仁

王
像
は
大
分
県
で
最
古
と
と
い
わ
れ
る
。

　
当
山
で
は
奥
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
る
。
本
堂
左
手
か
ら
六
所

権
現
へ
の
不
ぞ
ろ
い
な
石
段
を
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
る
と
、
右
側

の
巨
石
の
よ
に
優
美
な
国
東
塔
（
国
指
定
重
文
高
さ
三
・
二
九
メ
ー

ト
ル
）
が
立
っ
て
い
る
。
（
弘
安
六
こ
二
八
三
）
年
」
の
銘
は

本
県
最
古
（
約
七
百
年
前
）
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
は
高
さ

ニ
メ
ー
ト
ル
五
四
セ
ン
チ
の
六
地
蔵
石
瞳
（
せ
き
ど
う
、
県
文
化

財
、
一
四
七
八
年
造
立
）
が
あ
る
。

　
本
尊
薬
師
如
来
（
県
指
定
有
形
文
化
財
）
は
約
千
百
年
前
、
藤

原
中
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
優
秀
作
で
、
像
高
は
九
五
・
四
セ

ン
チ
あ
り
、
脇
立
に
日
光
・
月
光
菩
薩
と
鎌
倉
時
代
の
薬
師
十
二

神
将
と
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
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五
　
奈
多
ハ
幡
宮
（
杵
築
市
字
奈
多
）

　
最
後
に
杵
築
市
の
奈
多
八
幡
宮
（
祭
神
比
売
大
神
・
応
神
天
皇
・

神
功
皇
后
）
を
参
拝
、
見
学
す
る
。
当
宮
の
宮
司
さ
ん
か
ら
説
明

を
受
け
る
。
七
二
九
（
天
平
元
）
年
、
宇
佐
公
基
が
創
立
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
石
九
六
（
慶
長
元
）
年
の
大
津
波
で
社

殿
・
古
記
録
を
流
失
し
、
細
川
忠
興
に
よ
っ
て
社
殿
再
興
が
始
め

ら
れ
、
二
八
二
七
（
寛
永
四
）
年
に
完
成
し
た
。

　
神
社
に
は
木
造
僧
形
ハ
幡
神
座
像
と
木
造
女
神
座
像
二
体
（
い

ず
れ
も
国
重
文
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
三
体
と
も
Ｉ
木
彫
り
の

簡
素
な
像
で
、
藤
原
後
期
の
作
で
あ
る
。
こ
の
神
像
は
七
六
五

（
天
平
神
護
元
）
年
以
来
、
四
年
ご
と
の
宇
佐
行
幸
会
に
際
し
て

宇
佐
ハ
幡
宮
（
宇
佐
神
宮
）
か
ら
移
さ
れ
た
旧
御
神
体
の
Ｉ
つ
と

い
わ
れ
る
。
行
幸
会
は
ヱ
ハ
ー
六
（
元
和
二
）
年
を
最
後
に
廃
絶

し
た
。

　
社
宝
に
は
宇
佐
ハ
幡
託
宣
集
・
舞
楽
陳
道
面
・
ハ
幡
奈
多
宮
縁

起
・
木
造
神
像
六
体
・
大
太
刀
（
い
ず
れ
も
県
文
化
財
）
な
ど
が

祀
ら
れ
て
い
る
。

見
学
を
終
え
、
一
行
は
十
八
時
頃
、
別
府
へ
帰
着
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）
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